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くらしを守る下水道

よみがえる自然…下水道の手で

下
水
道
で
、

一

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
水
。
そ
の
使

っ
た
水
の
後
始
末
を
す
る
の
が
下
水
道
で
す
。

台
所
、
風
呂
場
、
水
洗
ト
イ
レ
な
ど
の
家
庭
汚

水
、
工
場
排
水
な
ど
を
地
下
に
埋
設
さ
れ
て
い

る
管
き
ょ
に
集
め
、
処
理
場
に
送
っ
て
、
き
れ
い

問
現
在
、
よ
ご
れ
た
水
は
ど

の
川
に
流
す
の
で
す
か
。

答
台
所
や
風
呂
場
な
ど
か
ら

排
出
さ
れ
る
よ
ご
れ
た
水
は
、
そ

の
ま
ま
近
く
の
道
路
沿
い
の
溝
や

排
水
路
を
通
り
、
最
後
に
宇
治
川

か
ら
淀
川
へ
と
流
れ
て
い
ま
す
。

問
な
ぜ
宇
治
市
に
は
下
水
道

が
な
い
の
で
す
か
。

答
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ

に
比
べ
て
、
日
本
で
は
下
水
道
の

川
や
海
が
き
れ
い
に

９
月
1
0
日
は

全
国
下
水
道

促
進
デ
ー

で
安
全
な
水
に
し
て
川
や
海
に
放
流
す
る
の
が

下
水
道
で
す
。
今
回
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
ご
質
問
に
答
え
て
、
市
の
下
水
道

建
股
計
画
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
よ

の
下
水
道
建
設
が
遅
れ
た
大
き
な

理
由
は
。
市
内
各
地
で
住
宅
開
発

が
行
わ
れ
、
人
口
急
増
の
中
で
新

し
く
学
校
を
建
て
た
り
、
ゴ
ミ
や

便
所
の
く
み
取
り
を
し
た
り
処
理

す
る
こ
と
で
下
水
道
に
お
金
を
使

う
余
裕
が
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

巨
費
と
長
期
間
を

要
す
る
下
水
道
建
設

問
宇
治
市
の
下
ポ
道
は
い
っ

で
き
る
の
で
す
か
。

答
下
水
道
の
建
設
に
は
長
い

Ｅ

年
月
が
か
か
り
ま
す
。
処
理
場
に

近
い
と
こ
ろ
で
は
、
昭
和
六
十
年

か
ら
六
十
五
年
頃
に
各
家
庭
の
雑

排
水
や
水
洗
便
所
か
ら
の
汚
水
を

下
ポ
道
に
流
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
予
定
で
す
。

問
お
金
は
い
く
ら
か
か
る
の

で
す
か
。

答
下
水
道
の
建
設
に
は
巨
額

の
お
金
が
か
か
り
ま
す
。
百
Ｕ
の
下

水
管
工
事
に
か
か
る
費
用
は
約
一

千
万
円
か
ら
千
五
百
万
円
で
す
。

さ
ら
に
処
理
場
の
建
設
に
は
、
人

口
一
人
あ
た
り
約
二
十
万
円
が
必

建
設
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要
で
す
。
宇
治
市
全
体
の
建
設
費

は
約
一
千
億
円
に
な
り
ま
す
。

問
建
設
に
要
す
る
お
金
は
ど

こ
か
ら
出
る
の
で
す
か
。

答
国
か
ら
約
半
分
の
お
金
が

出
ま
す
。
あ
と
半
分
は
、
市
が
国

や
銀
行
で
お
金
を
借
り
た
り
。
税

金
な
ど
で
建
設
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
で

問
下
水
管
を
入
れ
る
期
間
は

ど
れ
く
ら
い
か
か
り
ま
す
か
。

答
処
理
場
の
近
く
で
は
約
十

年
、
全
地
域
で
は
二
十
年
以
上
か

か
り
ま
す
。
工
事
中
は
や
む
な
く

を

道
路
の
通
行
止
め
や
水
道
の
断
水

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
下
水
道
は
何
Ｕ
ぐ
ら
い
の

長
さ
に
な
り
ま
す
か
。

答
計
画
で
は
、
小
さ
い
下
水

道
管
か
ら
大
き
な
も
の
ま
で
全
部

つ
な
ぐ
と
、
約
四
百
九
十
一
’
。
μ

ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
。
国

鉄
新
幹
線
の
京
都
か
ら
東
京
ま
で

の
距
離
と
ほ
ぼ
同
じ
長
さ
と
な
り

ま
す
。東

宇
治
処
理
場
は

六
地
蔵
徳
永
に

山

仮称東宇治下水処理場計画ま
た
、
何
力
所
で
き
る
の
で
す
か
。

答
処
理
場
は
二
ヵ
所
つ
く
る

予
定
で
、
東
宇
治
に
は
六
地
蔵
徳

永
の
山
科
川
近
く
に
つ
く
り
ま
す
。

西
宇
治
は
、
お
隣
の
市
町
と
い
っ

し
ょ
に
な
っ
て
作
る
予
定
で
計
画

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
場
所
は
ま

だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問
広
さ
は
ど
れ
く
ら
い
で
す

か
。答

人
口
一
人
あ
た
り
約
一
平

方
口
が
必
要
で
す
。
束
宇
治
処
理

場
で
は
約
七
万
二
千
平
方
‐
、
小

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
お
よ
そ
十

倍
の
広
さ
が
い
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
西
宇
治
の
処
理
場
の
計

画
で
は
。
東
宇
治
処
理
場
の
約
二

倍
の
大
き
さ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
き
れ
い
に
な
っ
た
水
は
ど

こ
に
流
す
の
で
す
か
。

答
処
理
場
で
は
、
よ
ご
れ
た

水
を
沈
で
ん
池
で
大
き
な
よ
ご
れ

を
沈
め
、
次
に
微
生
物
（
い
バ
ク
テ

リ
ア
）
の
力
で
き
れ
い
な
水
に
し

ま
す
。
こ
の
水
は
、
魚
な
ど
に
も

悪
い
影
響
を
与
え
な
い
安
全
な
水

に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
直
接
宇

治
川
や
淀
川
に
流
し
ま
す
。

三の間

差
み
む
ろ
ど

導
の
道
標
を
左

へ
曲
が
る
と
三
室

戸
寺
の
参
道
口
で

あ
る
。
戦
川
に
架

か
る
蛇
体
橋
を
渡

る
と
、
露
店
商
が

軒
を
つ
ら
ね
、
お
盆
の
お
供
え
物

や
、
み
た
ら
し
だ
ん
ご
が
並
ん
で

い
る
▼
杉
の
大
木
の
間
か
ら
。
せ

み
し
ぐ
れ
が
聞
こ
え
る
。
時
々
、

釣
鐘
の
音
が
全
山
に
こ
だ
ま
し
て
。
。

静
か
に
流
れ
て
来
る
。
朱
塗
り
の

山
門
に
入
り
、
急
な
石
段
を
登
る

と
、
そ
こ
に
西
国
十
番
三
室
戸
寺

の
本
堂
が
あ
る
▼
毎
年
お
盆
の
時

に
行
わ
れ
る
千
日
ま
い
り
の
日
に

久
し
ぶ
り
に
参
拝
し
た
。
早
朝
の

境
内
に
は
多
く
の
人
た
ち
が
参
拝

し
、
香
煙
が
も
う
も
う
と
ゆ
ら
い

で
い
た
。
三
室
戸
寺
は
約
千
二
百

年
前
、
光
仁
天
皇
の
時
代
に
創
建

さ
れ
た
も
の
で
、
開
山
以
来
皇
室

の
尊
崇
厚
く
、
花
山
天
皇
の
御
製

４
も
す
が
ら
月
も
み
む
ろ
ど
わ

け
ゆ
け
ば
、
宇
治
の
川
瀬
に
立
つ

は
白
砂
が
御
詠
歌
と
な
っ
て
い

る
。
本
堂
に
は
釈
迦
如
来
、
阿
弥

陀
如
来
な
ど
藤
原
時
代
の
重
文
が

数
多
。
い
。
し
ば
し
雑
念
を
払
っ
て

合
掌
し
た
▼
そ
ば
の
三
重
の
宝
塔

は
江
戸
中
期
の
建
立
で
あ
る
が
、

寛
町
様
式
を
備
え
た
建
物
で
、
美

麗
に
し
て
荘
厳
極
ま
り
な
い
。
宝

塔
の
横
を
通
り
老
杉
の
中
の
小
道

を
ゆ
く
と
不
動
の
滝
が
あ
る
。
岩

の
上
か
ら
流
れ
落
ち
る
水
の
音
だ

け
が
聞
こ
え
る
。
宇
治
に
も
こ
ん

な
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

の
か
と
驚
く
。
滝
の
音
を
聞
き
な

が
ら
、
心
を
無
に
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
し
み
じ
み
と
感
じ
た
。
す

が
す
が
し
い
気
持
に
な
っ
て
下
山

す
る
ｙ
参
道
口
ま
で
下
り
て
く
る

と
多
く
の
参
拝
者
で
こ
み
あ
っ
て

い
た
が
、
ほ
と
ん
ど
が
中
年
以
上

の
方
々
で
あ
っ
た
。
親
を
大
切
に

し
崇
祖
の
念
を
も
つ
の
は
、
む
し

ろ
若
い
人
た
ち
の
中
に
こ
そ
育
つ

べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
蔽
老
の

月
≒
お
彼
岸
の
月
”
を
迎
え
て
そ

ん
な
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
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ｊ
斟

い
よ
い
よ
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
－
八
月
二
十
四
日
に
行
わ
れ
た
水
泳
を

皮
切
り
に
、
こ
と
し
も
十
六
種
目
に
わ
た
っ
て
市
民
総
合
体
育
大
会
が

繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
市
民
総
合
体
育
大
会
は
、
市
民
の
体
力
向
上
と
親
ぼ
く
を
深
め

る
た
め
開
催
さ
れ
ま
す
。
あ
な
た
も
ぜ
ひ
参
加
さ
れ
、
楽
し
い
一
日
を

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

（
少
年
・
少
女
の
部
）

▽
期
日
…
９
月
1
5
日

マ
会
場
・
：
南
宇
治
中
（
少
年
）

西
小
倉
中
（
少
女
）

▽
参
加
料
…
無
料

▽
申
込
み
・
・
・
９
月
６
日
ま
で

（
家
庭
婦
人
・
焚
天
の
部
〉

▽
期
日
…
９
月
2
8
日
（
家
庭
婦

人
）
1
0
月
1
9
日
（
社

会
人
）

▽
会
場
・
：
黄
槃
バ
レ
ー
コ
ー
ト

▽
参
加
料
…
千
五
百
円

▽
申
込
み
・
：
９
月
2
0
日
ま
で

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

歩
こ
う
会

一
｀
Ｊ

一

軟
式
庭
球

硬
式
庭
球市民総合体育大会

広げよう連帯の輪を/

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

マ
期
日
・
・
・
９
月
2
1
日
～
1
0
月
2
6

マ
会
場
・
：
ユ
ニ
チ
カ
体
育
館
等

▽
参
加
料
・
・
・
団
体
（
男
子
圭
二

千
円
．
女
子
＝
千
五

百
円
）
複
Ｌ
八
百
円
、

単
Ｌ
四
百
円
、

高
校
生
＝
半
額
、
少

年
・
少
女
―
無
料

マ
申
込
み
・
：
９
月
1
2
日
ま
で

サ
ッ
カ
ー

弓
道

柔
道

マ
期
日
・
・
・
９
月
2
1
日

又
覇
・
：
宇
治
高
校
柔
道
場

▽
ラ
ン
ク
…
個
人
、
団
体
゛

マ
参
加
料
・
・
・
五
百
円
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
＝
無
料

マ
申
込
み
…
９
月
1
3
日
ま
で

参
加
で
き
る
の
は
宇
泊
市
民

ま
た
は
市
内
に
動
務
し
て
い
る

人
で
す
。

参
加
ご
希
望
の
人
は
、
決
め

ら
れ
た
日
ま
で
に
、
宇
治
市
体

育
協
会
（
五
ヶ
庄
三
番
割
、
黄

柴
公
閃
、
電
菖
1
9
0
5

番
）
ま
た
は
、
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
（
宇
治
琵
琶
3
3
、

薫
ｙ
１
４
１
番
）
ま
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
要
領
を
お
渡
し
し

ま
す
。

００ｑ
ｙ

17
4

のそぐ

前
二
回
を
通
じ
て
述
べ
た
よ

う
に
、
秀
吉
の
伏
見
築
城
・
城

下
町
建
設
に
と
も
な
う
宇
治
川

流
路
付
替
え
と
築
堤
、
そ
し
て

伏
見
港
・
豊
後
橋
の
新
設
と
交

通
機
能
の
集
中
化
と
い
う
一
連

の
施
策
が
、
古
代
以
来
の
橋
畔

集
落
と
し
て
発
展
し
て
き
た
宇

治
の
歴
史
に
与
え
た
影
響
は
、

計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
大
き
い
。

こ
の
こ
と
は
、
宇
治
と
い
う
地

域
が
、
近
世
と
い
う
新
し
い
時

代
を
い
か
に
し
て
生
き
ぬ
い
て

い
く
か
と
い
ｉ
こ
と
と
深
く
か

か
わ
っ
て
い
る
の
だ
が
、
当
圃

の
問
題
と
し
て
は
。
宇
治
川
な

ら
び
に
巨
椋
池
水
辺
の
地
域
が

自
然
の
バ
ラ
ン
ス
を
失
な
っ
た

結
果
、
急
速
な
変
貌
を
強
い
ら

かっこう悪くても……

親子ｽｹｰﾄ教室

れ
る
と
い
う
側
面
に
そ
の
影
響

が
現
わ
れ
た
。
今
回
は
、
そ
う

し
た
な
か
で
も
顕
著
な
例
を
あ

げ
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
槙
島
を
中
心
に
行
な

わ
れ
て
き
た
布
曝
業
の
衰
退
で

あ
る
。
弘
安
年
間
（
一
二
七
八

～
八
八
）
の
宇
治
川
網
代
禁
断

に
よ
り
、
漁
業
に
重
き
を
お
い

て
い
た
槙
島
の
島
人
が
布
曝
業

に
転
じ
て
以
来
、
宇
治
を
代
表

和
歌
に
ま
で
詠
じ
ら
れ
た
こ
の

布
曝
業
は
徐
々
に
衰
退
し
消
滅

し
て
い
っ
た
。
築
堤
と
付
替
え

工
事
が
も
た
ら
」
た
生
活
の
歪

み
の
典
型
的
な
一
例
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。

一
方
、
。
大
た
ん
な
流
路
の
付

替
え
後
、
現
宇
治
川
右
岸
の
羽

戸
の
地
が
洪
水
の
頻
発
地
帯
と

化
し
、
ま
た
、
夷
島
で
も
水
害

が
頻
発
し
た
。
小
倉
堤
を
南
北

東
一
町
許
二
在
リ
、
水
厄

二
湛
エ
ズ
堤
上
二
家
ス

と
説
明
し
て
い
る
。
か
つ
て
、

巨
椋
池
と
宇
治
川
に
面
し
た
交

通
集
落
と
し
て
発
展
し
て
き
た

夷
島
は
、
い
ま
や
居
住
地
に
は

適
さ
ず
、
堤
上
す
な
わ
ち
三
軒

家
や
東
目
川
・
西
目
川
の
い
わ

ゆ
る
太
閤
堤
の
上
に
移
転
せ
ざ

る
を
え
な
く
な
っ
た
わ
け
で
あ

る
。

秀
吉
の
改
修
そ
の
後

す
る
産
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
発

展
し
て
き
た
こ
の
布
曝
業
の
基

盤
に
な
っ
て
い
た
の
が
．
宇
治

川
旧
本
流
の
豊
か
な
水
量
と
そ

の
清
流
で
あ
っ
た
．

し
か
し
、
秀
吉
の
宇
治
川
流

路
付
替
え
に
よ
り
、
こ
の
旧
本

流
の
水
量
は
著
し
く
減
じ
．
清

冽
な
水
の
欠
乏
に
伴
な
う
品
質

の
低
下
も
加
わ
っ
て
、
多
く
の

夏
休
み
も
終
わ
り
に
近
い
八
月

二
十
五
日
か
ら
三
日
間
、
宇
治
市

公
民
館
で
は
伏
見
区
の
伏
見
桃
山

ア
リ
ー
ナ
で
、
今
年
も
。
親
子
ス

ヶ
Ｉ
卜
教
室
″
を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
ス
ヶ
Ｉ
ト
教
室
は
初
心
者

が
中
心
で
。
公
認
指
導
員
の
コ
ト

チ
を
受
け
な
が
ら
。
よ
ち
よ
ち
と
歩

い
た
り
す
る
子
ど
も
と
お
母
さ
ん

に
築
い
た
結
果
と
し
て
、
宇
治

川
の
旧
本
流
を
巨
椋
池
に
注
が

せ
る
た
め
三
軒
家
に
「
水
抜
き
」

が
設
け
ら
れ
た
が
．
大
雨
な
ど

で
川
の
水
量
が
増
せ
ば
、
排
水

不
可
能
と
な
っ
て
東
方
が
湛
水

状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
．
近
世

の
地
誌
「
山
城
名
勝
志
」
は
．

こ
の
間
の
事
情
を

夷
島
土
人
云
フ
元
巨
椋
堤

カ
メ
ラ
ル
ポ

た
ち
で
い
っ
ば
い
。
リ
ン
ク
内
は

肌
寒
い
く
ら
い
で
し
た
が
、
子
ど

も
や
お
母
さ
ん
の
熱
い
歓
声
が
聞

こ
え
て
い
ま
し
た
。

伝
統
産
業
の
衰
退
と
消
滅
、

水
厄
の
た
め
の
集
落
の
移
転
、

そ
し
て
、
こ
こ
で
は
詳
細
を
述

べ
る
余
裕
は
な
い
が
、
無
理
な

築
堤
に
と
も
な
う
潅
漑
シ
ス
テ

ム
の
再
編
成
、
こ
れ
ら
は
と
も

に
、
秀
吉
の
宇
治
川
流
路
付
替

え
と
築
堤
工
事
の
惹
起
し
た
歪

み
の
顕
著
な
一
例
に
し
か
す
ぎ

な
い
。
’

日
の
勤
労
感
謝
の
日
に
技
能
功
労

者
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
と
し
も
九
月
三
十

日
ま
で
功
労
者
の
推
せ
ん
を
受
付

け
ま
す
。
表
彰
の
対
象
と
な
る
職

種
と
推
せ
ん
要
項
は
次
の
と
お
り

で
す
。

〈
職
種
〉
大
工
、
建
築
技
術
、
左

官
、
土
木
技
術
、
建
築
手
伝
。
と

び
、
屋
根
、
畳
、
配
管
、
削
井
、

造
園
、
電
気
工
事
、
鉄
工
、
溶
接

板
金
、
金
網
加
工
、
鋸
目
立
、
茶

缶
製
作
、
塗
装
、
看
板
、
表
具
、

扇
子
仕
立
、
建
具
、
指
物
、
家
具

製
造
、
樋
屋
、
竹
細
工
、
茶
び
つ

製
作
、
陶
工
、
石
工
、
彫
刻
、
漆

工
芸
。
写
真
、
下
絵
、
押
絵
、
美

容
、
理
容
、
調
理
、
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
、
洋
裁
、
和
裁
、
刺
し
ゅ
う
、

製
茶
、
パ
ン
・
菓
子
製
造
、
豆
腐

こ
ん
に
や
く
製
造
、
自
動
車
整
備
、

歴
史
の
な
せ
る
わ
ざ
と
は
い

え
、
秀
吉
の
宇
治
川
改
修
工
事

が
も
た
ら
し
た
災
厄
は
、
こ
の

地
域
の
住
民
に
と
っ
て
極
め
て

゛

一一

｀

大
き
な
障
害
と
な
っ
た
こ
と
は

否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

（
市
史
編
さ
ん
室
）

長
谷
川
サ
ワ
さ
ん

国勢調査

剛
引
き
続
き
そ
の
職
業
に
従
事
し
。

同
一
職
業
の
指
導
的
な
立
場
に
あ

る
人
。
㈲
小
規
模
の
事
業
所
で
従

事
し
て
い
る
人
。

こ
の
推
せ
ん
要
項
に
該
当
す
る

人
が
あ
る
時
は
、
同
業
者
の
団
体
『

や
商
工
業
者
の
団
体
、
個
人
か
ら

・
推
せ
ん
書
を
市
役
所
交
通
労
政
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
交
通
労
政
課
）

太
政
診
は
京
都
第
一
赤
十
字

病
院
で
行
い
Ｊ
す
。
健
診
日
は

5
5
年
1
0
月
１
日
か
ら
1
1
月
3
0
日

ま
で
の
希
望
の
日
を
原
則
と
し

ま
す
が
。
病
院
の
都
合
に
よ
り

希
望
日
以
外
の
日
に
な
る
畳
〃

も
あ
り
ま
す
。

Ｏ
費
用
＝
の
健
診
料
の
７
割
を
補

助
（
男
子
旦
一
万
三
千
八
百
円

女
子
＝
二
万
五
千
九
百
円
）
し

ま
す
の
で
、
受
診
者
負
担
額
は

男
子
一
万
二
百
円
、
女
子
一
万

一
千
百
円
で
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
。
保
険
年
金

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
保
険
年
金
課
）

三
軒
家
の
堤
上
集
落

Ｉ
Ｉ

心
ｅ
゛゛｀

技
能
功
労
者
推
薦
を
受
付

は
り
・
き
ゅ
う
・
あ
ん
ま
・
マ
ッ
三
日
現
霖
恥
満
六
十
歳
以
上
の
人
。

サ
ー
ジ
の
各
職
種
。
そ
の
他
、
市
圓
き
わ
め
て
す
ぐ
れ
た
技
能
を
有

長
が
適
当
と
認
め
た
職
種
。
し
。
他
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
人
。

人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
募
集

8
日
か
ら
受
付

の
制
度
は
、
人
間
ド
ッ
ク
健
診
か
ら
３
０
日
ま
で
。
た
だ
し
、
‘
定

料
の
七
割
を
補
助
し
。
受
診
者
数
（
百
人
）
に
な
り
し
だ
い
締

の
負
担
を
軽
減
す
る
も
の
で
す
。
め
切
り
ま
す
。
な
お
、
電
話
で

あ
な
た
も
こ
の
雙
だ
受
診
の
申
込
み
も
で
き
ま
す
。

さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
○
健
診
の
あ
ら
ま
し
・
・
命
茂
人
病

Ｏ
対
象
･
･
Ｓ
和
5
5
年
９
月
１
日

現
在
で
、
宇
治
市
国
民
健
康
保

険
に
ひ
き
つ
づ
い
て
１
年
以
上

を
中
心
と
し
た
総
合
健
康
診
断

を
、
午
前
中
４
時
間
程
度
行
う

外
来
（
半
日
）
人
間
ド
ッ
ク
で

謁
｛
万
に
～
゛

｀
｛
｛
｀
。
Ｅ
扁
・

言
…
…
鍵

～
こ
い
絞
Ｉ
ｗ
゛

｀
、
゛
‘
ノ
’
。
。
恥
聚
｀
Ｉ
一
心

一
’
イ
隠
作

ゾ
ヘ
…
…
鰍

。
～
。
員
外
？
謡

ワ
フ
ド
・
彩
課

員
説
示
m
m

I

ノ
…
…
。
ｅ

二

万

臨
’

一
ブ
ゾ

゛

｀

～
言
‘
。

□
し
七

驚
笑
談
頷
示
談

Ｅ
繁
述
「
示
宍
…
…
…
一
Ｅ
Ｅ

一
言
示
～
□
［
首
～
大

雰
訟
賢
浪
～
。
…
…
？
］
’

ド
ぷ
囲
言
芹
｛
～
づ
う
’

鶏
廠
に
謬
Ｅ
一
廼
三
づ

；
’
９
礪
宿
願
言
冷
一
っ
万
一

舗
ヽ
腸
’
～
感
‘
記
ヽ
笥
ぷ
Ｚ
’
り
“

゛
顛
胆
霖
［
…
…
言
…
…
］

鯵
－
…
…
…
言
説
｛
し
。
’
゛
こ

羅
朧
万
一
。
…
…
～
一

～
回

回
顕
示
…
…
…
｝
。
一

一
三
。
繋
…
…
に
｝
・
｝
｝
一

言
聊
に
９
０
に
こ

が

宇
治
市
史

の
窓

」
一一一一

一一一
一一一一一

一一『一一一一一一一一一一一一一一一一ｙ

』』一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ｊ
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I
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！
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ｊ

申
込
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と

問
い
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せ
…

Ｉ
！
‐
；
ｉ
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Ｉ
Ｉ
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ご利用ください

市役所連絡所

市
で
は
、
八
ヵ
所
の
商
店
の
ご

協
力
を
え
て
連
絡
所
を
設
け
て
い

連絡所の場所

日
日
日
日
日
口
‥
・

業
曜
曜
曜
曜
曜

休
水
日
金
金
日

店
店
堂
堂
や
店
店
局

馳
計
書
泉
の
ギ
り
書
ヽ
書
薬

皿
俤
木
３
Ｋ
-
Ｏ
■
^
Ａ
田
栞

萱
松
荒
小
ヵ
あ
ジ
岩
黄

Ｉル

所
り
Ｉ
川

―
四
ｍ
ｗ
心
Ｅ
’

ト
東
南
Ｉ
２
５
０
Ｉ
側

ッ
駅
校
前
り
西
街
西

置
町
ヶ
裏
保
田
学
浦
駅
合
畑
駅
園
店
東
校

一
屋
久
遊
小
西
倉
落
幡
商
芝
学

子
マ
茶
大
町
倉
町
小
南
内
木
御
山
小

設
白
開
町
鉄
田
小
鉄
町
幡
阪
幡
蔵
庄
治

―
大
野
近
勢
西
倉
近
島
京
御
ヶ
宇

羽
‐
広
ぐ
伊
ぐ
小
。
Ｉ
槙
木
ぐ
木
ぐ
五
ぐ

一
戸
籍
騰
・
■
抄
本
、
身
元
証
明
書

…
も
よ
り
の
連
絡
所
で
申
請
書

に
記
入
し
、
手
数
料
及
び
郵
送

料
を
備
え
つ
け
の
封
筒
に
入
れ

て
預
け
て
く
だ
さ
い
。
２
～
３

日
中
に
直
接
郵
送
し
ま
す
。
な

お
、
本
籍
が
宇
治
市
に
な
い
場

ま
す
。
こ
の
連
絡
所
で
は
、
次
の
合
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

も
の
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
が
、
・
母
子
健
康
手
帳
・
：
医
師
な
ど
の

手
続
き
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
発
行
す
る
妊
娠
届
出
書
に
記
入

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
利
用
の
し
か
た
〉

一
住
民
票
の
写
し
・
・
・
市
民
課
へ
電

話
で
申
請
を
。
午
前
1
1
時
半
ま

で
の
申
請
分
は
。
そ
の
日
の
午

後
４
時
ま
で
に
連
絡
所
へ
配
達

し
ま
す
が
、
そ
れ
以
後
の
申
請

分
は
翌
日
に
な
り
ま
す
。

欧
米
化
す
る
に
つ
れ
て
増
え
つ

つ
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
乳
ガ
ン
は
自
分

で
発
兄
で
き
る
唯
一
の
ガ
ン
で

の
う
え
、
も
よ
り
の
連
絡
所
で

備
え
つ
け
の
封
筒
に
。
郵
送
料

（
二
百
円
）
と
と
も
に
入
れ
て
預

け
て
く
だ
さ
い
。
手
数
料
は
い

り
ま
せ
ん
。
２
～
３
日
中
に
直

接
郵
送
し
ま
す
。
郵
送
を
希
望

し
な
い
人
は
、
連
絡
所
へ
受
取

り
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

川
は
乳
ガ
ン
の
自
己
検
査
法
を

ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

◇

検
査
は
Ｕ
に
一
回
、
日
を
決
め

て
毎
川
し
て
い
る
と
、
小
さ
な

変
化
も
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
生
理
の
前
は
、
孔
腺
が
張

市
役
所
連
絡
所
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
課
（
電
話

⑩
０
３
３
３
、
⑩
3
1
4
1
内
線

３
７
８
）
ま
で
。

（
市
民
課
）

性
別
を
書
い
て
、
宇
治
市
公
民
館
業
高
校
教
諭
の
管
野
美
恵
子
さ
ん

婦
人
学
級

女
の
子
の
育
て
方

合
い
を
通
じ
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

保
育
室
も
設
け
ま
す
。

講
座
は
９
月
1
9
日
か
ら
来
年
の

２
月
中
句
ま
で
1
2
回
で
平
日
の
午

前
1
0
時
か
ら
正
午
ま
で
、
公
民
館

（
市
民
会
館
）
で
。
講
師
は
茨
木
工

子
ど
も
た
ち
に
本
を
読
み
き
か

せ
る
お
母
さ
ん
の
た
め
に
連
続
講

演
会
を
開
き
ま
す
。

第
一
回
の
テ
ー
マ
は
、
「
読
み
き

か
せ
①
Ｉ
子
ど
も
を
ひ
き
つ
け
る

保
育
を
希
望
さ
れ
る
人
は
子
ど
も

の
氏
名
、
乍
齢
、
性
別
を
書
い
て

宇
治
市
公
民
館
へ
９
月
1
0
ま
で
に
。

ｙ
定
員
：
3
0
人
。
保
育
の
定
員
は

ｙ
と
き
・
：
９
月
1
1
日
俐
午
前
ｏ

時
か
ら
正
午
ま
で
ｙ
と
こ
ろ
…
公

民
館
（
市
民
会
館
）
ｙ
申
込
み
…

当
日
直
奨
覇
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
子
ど
も
さ
ん
の
保

育
を
希
望
さ
れ
る
人
は
公
民
館
へ

ご
連
絡
を
。
保
育
定
貝
は
1
0
人
。

具
体
的
な
手
法
－
」
で
講
師
は
き
公
民
館
(
ｆ
ｉ
ｃ
２
８
０
４
）

市営茶室

対鳳庵
今日から開席

が
る
り
茶

庵
め
寄
お

鳳
始
立
゜

対
き
お
す

室
吹
ヽ
ま

茶
の
き
い

営
風
と
て

市
涼
る
い

た
・
れ
開
。

し
す
さ
で
呻

ま
ま
歩
ま
で

い
い
散
日
明

て
て
を
3
0
2
5

し
し
り
月
服

席
席
と
Ｈ
一

休
開
ほ
Ｏ
で

問
ら
の
い
子

の
か
川
さ
菓

夏
日
治
だ
お

今
宇
く
と

移
動
図
書
館
（
９
月
分
）

１０
（
り

公
民
館
の
お
知
ら
せ

幼
児
家
庭

教
育
学
級

あ
り
方
に
つ
い
て
、
三
歳
児
の
お

母
さ
ん
を
対
象
に
幼
児
家
庭
教
育

学
級
を
開
き
ま
す
。

こ
の
学
級
は
、
９
月
2
4
日
か
ら

1
2
月
上
旬
ま
で
、
1
3
回
で
毎
週
１

呵
平
日
の
午
前
９
時
半
か
ら
1
1
時

半
ま
で
公
民
館
（
市
民
会
館
）
で

開
き
ま
す
。
内
容
は
、
文
教
短
期

大
学
附
属
児
童
教
育
セ
ン
タ
ー
の

子
ど
も
の
本

連
続
講
演
会

子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

ｙ
受
講
申
込
み
…
往
復
ハ
ガ
キ

に
「
幼
児
家
庭
教
育
学
級
受
講
希

望
」
と
明
記
し
、
住
所
・
氏
名
・

乍
齢
・
電
話
番
号
・
保
育
希
望
の

人
は
子
ど
も
さ
ん
の
氏
名
・
年
齢
・

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
以
前
に
疑
陽

性
で
あ
っ
た
４
歳
未
満
の
子
ど
も

さ
ん
も
受
け
ら
れ
ま
す
ｙ
持
参
す

る
も
の
・
：
母
子
手
帳
と
問
診
票
ｙ

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
検
査
を
受
け
ら
れ

な
い
子
ど
も
＝
巾
三
種
混
合
予
防

接
種
を
受
け
て
１
週
間
以
内
の
子

ｙ
日
程
支
応
’
・
・
９
Ｈ
２
Ｈ
か
ど
も
、
②
は
し
か
の
予
防
接
種
を

ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
７
月
1
1
日
発
受
け
て
１
ヵ
月
以
内
の
子
ど
も
、

行
の
市
政
だ
よ
り
「
予
防
接
種
日
③
以
前
に
Ｂ
ｃ
Ｇ
を
接
種
し
た
子

程
表
」
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
じ
債
ど
も
辱
に
意
…
体
温
は
会
場
へ
来

象
・
：
満
４
歳
ま
で
の
乳
幼
児
・
で
る
ぷ
に
必
ず
測
っ
争
て
く
だ
さ

き
る
だ
け
早
い
時
期
に
接
種
し
て
い
。
（
保
健
衛
生
課
）

９
月
の
献
血

ｙ
９
月
1
0
‐
吻
…
黄
槃
自
衛
隊

で
午
前
1
0
時
か
ら
正
午
ま
で
と
、

午
後
１
時
半
か
ら
３
時
半
ま
で
。

▼
9
H
2
2
日
圓
・
：
近
鉄
小
倉
駅

前
西
友
ス
ト
ア
ー
駐
車
場
で
午
前

1
0
時
か
ら
正
午
ま
で
と
午
後
１
時

半
か
ら
３
時
半
ま
で
。

（
保
健
衛
生
課
）

犬
の
引
取
り

ｙ
と
き
…
９
Ｈ
９
‐
吻
ｙ
と
こ

ろ
１
兎
道
公
民
館
・
゜
：
1
0
時
４
０
分
、

黄
槃
自
衛
隊
正
門
前
…
1
0
時
5
0
分
、

木
幡
公
民
館
・
：
１
１
時
、
小
介
公
民

館
・
：
１
１
時
1
0
分
、
開
公
民
館
…
Ｈ

時
2
0
分
、
目
。
椋
公
会
掌
：
1
1
時
3
0

分
。
反
健
衛
生
課
）

催
し

防
火
管
理
者

講
習
会

旅
館
・
病
院
・
店
舗
な
ど
三
４

人
以
ｈ
を
収
容
す
る
施
設
や
五
十

人
以
上
が
勤
務
す
る
事
業
所
で
は

防
火
管
理
者
を
定
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
宇
治
市
、

城
陽
市
、
久
御
山
町
各
消
防
本
部

で
は
、
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講

習
会
を
開
き
ま
す
。

ｙ
と
き
…
1
0
月
８
Ｈ
、
９
口
の

午
前
９
時
半
か
ら
午
後
４
時
ま
で

1
0
月
2
6
日
m
、
時
間
は
い
ず
れ
も

午
前
1
0
時
か
ら
ｙ
対
象
…
原
則
と

し
て
6
0
歳
以
上
の
人
ｙ
中
込
み
・
：

社
会
教
育
課
ま
で
'
＃
ｓ
料
は
無

料
で
す
。
（
社
会
教
育
課
）

市
民
文
化
講
演
会

青
年
会
巌
所
で
は
、
「
求
め
よ

う
福
祉
の
心
－
老
い
て
こ
そ
増
す

生
き
る
喜
び
Ｉ
」
を
テ
ー
マ
に
市

民
文
化
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

ｙ
と
き
・
：
９
月
７
‐
剛
午
後
―

ｙ
と
こ
ろ
…
久
御
山
町
中
央
公
民
時
～
４
時
ｙ
と
こ
ろ
・
・
・
菟
逗
第
二

館
ｙ
申
込
み
・
：
９
月
４
‐
ま
で
に
小
学
校
講
堂
ｙ
内
容
・
：
止
描
学
園

宇
治
市
消
防
本
部
予
防
課
(
電
話
長
の
福
井
達
雨
さ
ん
に
よ
る
基
調

⑩
0
1
1
9
）
へ
。
申
込
｀
‥
と
実
講
演
と
同
志
社
大
学
教
授
小
介
襄

施
要
綱
は
束
・
ぷ
‥
宇
治
消
防
分
署
二
さ
ん
や
宇
治
明
星
園
長
の
辻
村

に
も
用
意
し
て
い
ま
す
ｙ
巾
込
み
禎
彰
さ
ん
ら
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

に
必
要
な
も
の
…
６
力
Ｈ
以
内
に
ツ
シ
ョ
ン
。
（
社
会
教
育
課
）

写
し
た
ｈ
ｊ
身
の
写
真
一
枚
（
正

面
、
無
帽
、
無
背
景
、
人
き
さ
３

べ
×
４
べ
）
印
鑑
、
テ
キ
ス
ト
代
。

（
消
防
本
部
）

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

オ
ー
プ
ン
エ
ア

コ
ン
サ
ー
ト

宇
治
巾
、
城
陽
市
の
中
学
校
。

一
‥
羅
学
校
の
吹
奏
楽
部
が
‐
頃
の

練
習
成
…
'
４
を
発
表
し
ま
す
。

ｙ
と
き
…
９
月
７
‐
間
午
後
１

体
操
、
于
具
を
使
っ
た
運
動
、
時
か
ら
ｙ
と
こ
ろ
…
宇
治
川
中
ノ

集
団
で
で
き
る
ゲ
ー
ム
な
ど
お
年
島
公
園
。

寄
り
を
対
象
に
帷
い
連
動
の
教
室
（
社
会
教
育
課
）

宇
治
大
谷
2
6
－
5
6

山
本
恭
子
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

’
ヽ
＾
■
■
～
ｊ
ｔ
バ
■
づ
い
ｉ
１
“
ｉ

み
ゃ
た
だ
れ
な
ど
が
な
い
か
調

べ
ま
す
。
ま
た
。
両
予
を
ｈ
げ

て
同
じ
よ
う
に
調
べ
ま
す
。

唸
あ
・
・
つ
ぎ
に
、
あ
お
む
け

に
寝
て
、
む
の
乳
Ｍ
を
調
べ
る

時
は
む
訂
の
ド
に
虞
布
団
を
敷

き
、
乳
房
が
胸
の
ｈ
に
平
均
に

案
内

ら
外
側
へ
触
れ
て
い
き
ま
す
。

最
後
に
、
わ
き
の
ド
に
深
く
指

完
き
を
入
れ
て
、
し
こ
り
が
な

い
か
調
べ
ま
す
。

倹
人
池
ｆ
・
：
乳
竹
を
つ
ま
ん
で
血

の
よ
う
な
異
常
な
液
が
出
な
い

か
確
か
め
ま
す
。

乳
ガ
ン
の
自
己
検
査
法

Ａ
″
ヽ
ｙ
■
Ｊ
・

詣
昌
誓
㈹
糾

瀋

1 1
「

、
ｐ
.

｀
７

廠

－

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
一
回
Ｉ
Ｓ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
Ｉ
ゆ
ｆ
ゆ
１
■
一
1
1
1
1
1
Φ
一
一
Ｉ
Ｉ
■
ｌ
－
■
－
Ｉ
Φ
ゆ
Ｉ
ｒ
－
１
■
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
咽
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
咽
1
1
1
1
1
1
1
1
1
■
1
1
1
1
一
１
咽
１
１
咽
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
÷
Ｉ
Ｉ
咽
Ｉ
Ｉ
Ｉ

一馴ｍ１－１ｍ皿皿岫四一
一

＝ｍ
圖＝

ｍｍｓｍｍ
皿＝

ｍ
＝

謂
ｍｍ－

１１Ｉ
‐

1 11
1
1
1
1

m皿
ｍ

閲＝＝１ １＝＝閻川
―

ｍｍ皿
川剛

一
川川１ １川―

ｍ
１ １１ １

－－－－－－
＝一＝川

１ １＝
一

’

＝

、

ｍ

みんなの健康

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程
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９
月
の
相
談

カ
レ
ン
ダ
ー

市役所清掃課

市
前
赤
国
・
中
ノ
開
以
ヽ
ヽ
番
、
ノ
ー
除
ヽ
｀
ノ
派
ｊ

の
‘
信
ヽ
ヽ
浦
正
壇
新
鉄
塚
華
弐
神
山
を
山
‘
中
ヽ
・
ｊ

で
‐
京
内
畑
西
の
ヽ
ヽ
国
里
蓮
｀
天
丸
筋
ノ
新
裏

Ｊ

ヽ
ノ
語

ま
南
ノ
山
ヽ
西
庄
浦
・
一
ヽ
神
の
ヽ
道
上
ヽ
屋
口
山
毛

四
ら
ヽ
ノ
陣
北
戸
以
ノ
西
割
ヽ
ｊ
楽
野
南
島
国
ヽ
荒
．
茶
ｊ
ノ
西
ヽ

ａ
か
廟
ヽ
ヽ
瀬
鉄
北
ヽ
番
田
田
妙
ヽ
以
中
ヽ
竹
中
・
筋
南
｀
山

京
前
御
園
尾
大
国
ヽ
林
三
皆
山
ヽ
琶
鉄
ヽ
山
大
ヽ
裏
道
ヽ
域
中

南
銀
の
御
桧
ヽ
｀
匍
川
梅
・
日
｀
番
琵
国
谷
寺
｀
田
西
府
尻
■
仝
｀

ら
京
ヽ
’
ノ
北
ヽ
ヽ
畑
端
ノ
古
ヽ
二
ヽ
振
壱
ヽ
ヽ
廠
丿
宮
・
ロ
ノ
の
の
ノ
の
尻

か
ヽ
浦
以
田
畠
内
南
芝
ヽ
林
・
本
又
ヽ
居
森
部
ヽ
ノ
中
筋
で
井
東
井

前
ヽ
’
ノ
池
西
丿
皿
山
北
ｊ
ヽ
ヽ
の
田
大
一
岡
ヽ
字
下
若
ヽ
ノ
Ｅ
ヽ
ノ
山
ヽ
ノ

軽

南
ヽ
ノ
ヽ
道
ま
ヽ
以
ヽ

銀
棟
堀
の
島
畑
ヽ
中
中
山
東
西
ヽ
ヽ
、
ｊ
ｊ
内
文
ヽ
ヽ
域
域
尖
棟
ヽ
ヽ
棟
田
丿
国
切
鉄
林

京
ヽ
ノ
4
3
南
北
田
ヽ
ヽ
原
東
西
南
以
ヽ
添
角
村
舎
域
東
宇
山
落
仝
野
全
ヽ
2
0
山
Ｉ
’
内
3
2
蔭
山
・
踏

報

近
若

、
浦
^
ｎ
.
３
新
山
山
草
・
ヽ
｀
鉄
前
野
福
上
宿
全
ヽ
ヽ
東
矢
く
ヽ
く
開
ゝ
里
裏
ノ
〃
ヽ
南
田
鉄
ヽ
く
｀
ヽ

際
西
田
3
3
池
筋
の
蔭
蔵
金
中
島
畑
国
谷
ヽ
ヽ
ヽ
ノ
ヽ
大
く
方
液
ヽ
ヽ
除
谷
除
大
１
一
屋
山
１
面
ヽ
成
近
椋
除
谷

山
の
砂
ぐ
堀
道
、
ノ
東
ヽ
御
・
正
北
山
ヽ
ヽ
ノ
ヽ
道
坂
東
島
京
除
乙
‐
法
坂
を
大
を
ヽ
ぐ
ヽ
茶
ヽ
ａ
浮
゜
｀
ノ
新
ら
旦
を
｀
ノ
大

ヽ
南
ヽ
宅
ヽ
市
田
ヽ
ノ
以
内
ヽ
揃
の
ヽ
’
ノ
ヽ
南
Ｉ
’
谷
路
島
界
折
ノ
ー
’
木
ヽ
を
Ｉ
ヽ
ノ
ヽ
ヽ
善
米
ヽ
ノ
ヽ
・
’
筋
ヽ
ノ
ヽ
筋
尾
宅
谷
・
山
宅
ｊ
ヽ
ト
筋
・
か
、
Ｉ
’
島
筋
ヽ

浦
以
田
住
池
の
遊
域
鉄
ノ
尾
花
東
域
原
ヽ
中
岡
小
雀
寺
ヽ
芝
町
八
内
町
域
域
本
尻
ヽ
ヽ
域
域
道
域
塚
道
根
住
生
裏
ノ
住
域
木
ウ
道
田
前
原
白
田
道
山

南
筋
吻
営
蓮
で
南
全
近
Ｆ
平
ヽ
以
全
河
村
東
吹
鳴
雲
ヽ
野
の
平
大
ノ
平
全
全
山
哩
川
森
全
全
国
全
蛇
国
小
営
桐
西
北
面
営
．
全
名
ヽ
国
成
所
田
半
新
国
北

ぐ
道
府
く
ま
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
塚
鉄
ぐ
ぐ
中
・
ぐ
東
平
西
ぐ
ぐ
戸
ぐ
く
ぐ
ぐ
塔
池
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
府
ぐ
く
ぐ
久
府
ぐ
ぐ
荒
ぐ
ぐ
出
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ

町
町
保
町
町
町
町
治
幡
蔵
幡
庄
幡
庄
道
庄
道
町
川
治
治
川
町
町
明
治
町
町
保
町
町
保
町
町
町
町
町
治
町
町
町

む
歎
々
｀
島
倉
地
ヶ
ヶ
ヶ
星
津
轟
八
野
四
咎
応
’
ふ
一
嘉
″

小
伊
西
小
伊
根
小
宇
木
六
木
五
木
五
菟
五
蒐
明
志
宇
宇
白
南
羽
神
宇
開
広
西
広
大
西
安
伊
開
広
大
字
小
羽
伊

1
7
1
8
1
9
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
9
3
0
力
刀

０
０
１
１

妁
２
３
４
５
８
９
1
0
１
１
1
2
1
3
1
5
1
6

合組理管生衛南城

鉄Ｅ
Ｊ
’
一
作

南
畠
町
ノ

｀
北
｀
柿

四

・

う
窯
Ｅ

ｔ
四
評
お
匹

阪
゛
摯
穴
一

山
壇
一
｀
二
ぐ
き
勅
御
内

畿
．
西
琵
鍔
一
匹
～
心

以
｀
木
番
ヽ
国
田
畑
ヽ

訂
偕
回

禄
％
９
鰹
箭
皿
ｈ
軸

難
岩
沢
胆

地
村
ノ
西
・
ヽ
ヽ
ロ
・
ヽ
勅
原
ヽ
尾
ノ
ゝ
炭
ヽ

六
中
．
Ｌ
副
町
東
菊
以
四
畑
ヽ
陣
匍
応
ヽ

ご
協
議
一
菅
陽

畑
林
界
ヽ
角
田
浦
ノ
山
畠
揃
御
中

内
以
西
福
福
西
芝
南
南
北
花
北
御
正
一

2
2
2
4
2
5
2
6
2
7
2
9
ｓ
ｒ
2
3
4

1
0
1
0
1
0
0

1
2
3
4
5
6
8
9
0
1
2
3
6
7
8
Q
り

び
1
1
1
1
1
1
1
1
2
0

酎
戸
ｕ
ｃ

一
ｉ
＼
＼
ｍ
絆

国
以
・
の

Ｉ
Ｅ
蓉
鯖

雲
臨
皿
齢

大
以
生
道
山
里
｀
田
河
志

趾
宍
ｊ
’
ｈ
～

で
幽
耘
芯
‥

開
気
以
｀
洽
一
｀
大
矢
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